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1. は じ め に

音楽コンテンツにおいて歌唱の役割は極めて重要で
ある．その分求められる品質も高く，他の楽音の電子
的な合成法が早期に実用化されているのに対し，合
成歌唱アプリケーションの普及は進んでいなかった．
ところが，2007年に VOCALOIDのキャラクター・
ボーカル・シリーズとして発売された初音ミク1) は，
動画共有サイトのコンテンツとしての人気も相まって，
DTMソフトウエア全体の中でも異例のヒットとなっ
た．また，このことをきっかけとして，歌唱合成やそ
の支援技術2) に対する注目が高まっている．
筆者らは，人間の歌唱を対象とした変換技術として，
２名による歌唱を，声質と歌い回しの２軸で記述・モー
フィングを行う歌唱モーフィング3) を提案している．
歌唱モーフィングには，２名の歌唱の中間歌唱を生成
したり，一方の歌手の歌い回しを，もう一方の歌手の
歌唱に転写したりというような使用法があり，歌唱デ
ザイン支援の１つとして期待されている．ただし，豊
田ら3) の実装例では，歌唱再生中に声質・歌い回しの
各モーフィング率を変更し，即時応答させることはで
きないという問題があった．
本稿では，歌唱モーフィングを，歌唱デザインシス
テムとして実用化していくためのインタフェース設
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計について取り扱う．ここでは，歌唱モーフィングに
基づく歌唱デザインを実時間で行うインタフェース
“v.morish”を紹介する．

2. 歌唱モーフィングによる歌唱デザイン

歌唱モーフィングは，高品質な音声分析変換合成法
STRAIGHT4) を用いて，歌声から音高の遷移と音色
に相当するスペクトル情報を取り出し，他人のものと
混ぜ合わせ再合成することにより実現される．使用者
は，声質と歌い回しのモーフィング率を操作すること
で，歌唱デザインを行う．

2.1 歌唱デザインインタフェースの設計方針
歌唱デザインを支援するインタフェースでは，使用
者の操作とレンダリング結果とを直結させる工夫がな
されてきた．また，歌唱デザインを詳細に行う場合で
は，エディタを使い，オフラインで編集する手法が一
般的である．VOCALOIDやMelodyneといったソフ
トウェアでは，歌唱デザインの各パラメタをオフライ
ンで編集するためのエディタが用意されている．
歌唱モーフィングにおいても，モーフィング率の操
作と歌唱の変化とを直結させることで，モーフィング
による印象の変化を直感的に把握することができる．
また，声質と歌い回しのモーフィング率を編集するエ
ディタを組み合わせることで，効率的な歌唱デザイン
が期待できる．

3. v.morish: リアルタイム歌唱モーフィン
グインタフェースの実装

筆者らは，前節で示した要望を満たす歌唱デザイン
の支援インタフェースとして v.morishを実装した．図
1に GUIの概観を示す．
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図 1 実時間歌唱モーフィングインタフェース「v.morish」
Fig. 1 “v.morish” : Real-time singing morphing interface.

v.morishには，声質と歌い回しを２次元平面へマッ
ピングさせたインタフェース（図 1左）が用意されて
いる．使用者は，このインタフェースを用いることで，
モーフィング率の操作と歌唱の変化とを直結させるこ
とができる．
図 1右の上下に示されるグラフは，声質と歌い回し
のモーフィング率を編集するためのエディタである．
使用者は，このエディタを用いることにより，オフラ
インでモーフィング率を精密に編集できる．使用者は，
楽曲再生中にリアルタイムで操作するインタフェース
で大まかな特徴を決め，エディタを用いて微調整する
手順で歌唱デザインを行う．以下では，それぞれの方
法について説明する．

3.1 マウスを用いた実時間の歌唱デザイン
図 1左の横軸は歌い回しのモーフィング率，縦軸は
声質のモーフィング率に対応する．2名の歌手をA, B

とした場合，図 1に示されるように，左下と右上が歌
手の元の歌声となる．v.morishでは，歌唱の再生中に
マウスカーソルを移動させることで，リアルタイムで
そのマウスカーソルから得られたモーフィング率の歌
唱となる．また，再生中におけるマウスの移動による
モーフィング率の変化は，図 1右上，右下のエディタ
にも反映される．つまり，エディタを用いた詳細な編
集は，このインタフェースを用いて作った軌跡に基づ
いて実施することができる．

3.2 エディタを用いた詳細な歌唱デザインとトレー
ス再生

図 1左のインタフェースを用いて大まかに作られた
モーフィング率の時系列は，図 1右上，右下のエディタ
を用いて，さらに細かく調整できる．また，v.morish

では，エディタにより編集されたモーフィング率の時
系列に基づいて再生を行う「トレース再生」機能が用
意されている．図 1 左のインタフェースでは，モー
フィング率の細かい調整を行うことができず，同じ条
件を再現することも不可能であった．トレース再生に
より，何度でも同じモーフィング率の歌唱を再生する

ことが可能となる．トレース再生中は，図 1左のイン
タフェースに基づくモーフィング率の変化は反映され
ず，エディタの時系列から得られるモーフィング率に
基づいて歌唱が再生される．

3.3 インタフェースの利用
v.morishは，一般に開放されたイベント☆，企業向
けの講演☆☆，研究者を対象とした展示☆☆☆により，試
用されている．定性的なものながら，観客からユーザ
ビリティに関する意見を集約した．
声質・歌い回しを 2次元空間へとマッピングし，実
時間で歌唱を操作するインタフェースや，２名の中間
的な声質というこれまでに体験したことが無い歌唱が
合成できることは，多くの利用者に好意的に受け止め
られた．その一方で，エディタの時系列に歌詞が表示
されていないため，部分的に編集を行うことが困難で
あるという指摘もあった．

4. お わ り に

本稿では，歌唱モーフィングによる実時間歌唱デザ
インを支援するインタフェース v.morishについて述
べた．今後は，本インタフェースをフリーソフトウェ
アとして配布し，モーフィングに基づく歌唱デザイン
の有効性の検証を行う．また，歌唱モーフィングに伴
う品質劣化の改善についても検討する．
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